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細田健一   支部長就任にあたって

物事を決めて、実行する、
まともな政治を取り戻しましょう

昨年の東日本大震災の後、私はご縁があって、被災地への支援活動に取り組んできました。
そこで、本当に、素晴らしい方々と巡り会うことができました。

今こそ、日本人にふさわしい、物事を決めて、実行する、まともな政治をとりもどそうでは
ありませんか。
近隣諸国からの挑戦への対応、拉致問題への取り組み、経済活性化、地場産業の競争力強
化、活力のある地域づくり、強い農業の育成、環境・エネルギー問題への対応など、我が国
を取り巻く課題に、これ以上手をこまねいている訳にはいきません。

中越地震の時も、中越沖地震の時も、復興のために黙々と汗を流した方がいらっしゃいました。
日々、被災地の復興のために黙々と汗を流しておられる方々、一方で、自分の延命のために、
復興のための予算を弄んでいるような民主党政権の現状……私は、こう自問せざるを得ませ
んでした…

日本の政治は、このままでいいのだろうか。
被災地の復興のために黙々と汗を流しておられる、この人たちにふさ
わしい、まともな政治が、なぜ日本で実行されないのだろうか、と。

皆様方とともに、この新潟２区から、日本人にふさわしい、まともな
政治を取り戻していきたいと思います。
皆様方のご指導、ご鞭撻を、ぜひともよろしくお願いいたします。

・原発の計画的避難区域に指定され、他の病院が閉院しているにもかかわらず、地域医療
を守るために踏みとどまっているお医者さんや看護師さん。
・自分自身が地震の被災者であるにもかかわらず、毎日支援物資の整理に汗を流しておら
れた、農家の主婦の方。
・そして、全国各地から集まってきた、ボランティアの方々。

日本の政治は、
このままでいいのでしょうか？
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